
広島大学 藤原章正

ひがしひろしま都市交通シンポジウム 2025.02.01

＠東広島イノベーションラボ ミライノ＋

スマートモビリティ・プラットフォームが

導く新たなまちの姿

ー モビリティ指向型開発への挑戦 ー

本発表資料等には、内閣府総合科学技術・イノベーション会議の下で推進する「戦略的イノベーション創造プ
ログラム(SIP)第３期／スマートモビリティプラットフォームの構築」（研究推進法人：国立研究開発法人新エ
ネルギー・産業技術総合開発機構）(NEDO管理番号：JPNP23023)の成果が含まれています。

◼ 未来の暮らし

◼ リ・デザイン

◼ 共創

◼ 継続学習



未来の暮らし
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リ・デザイン



東広島市都市交通計画

出典：東広島市都市交通計画 〜人と環境にやさしく、誰もが⾃立して安全・快適・⾃由に移動でき、サービスを享受できる未来都市〜（2024年6⽉策定）
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クリチバ市（ブラジル）BRTを都市軸とした都市開発1974年〜

資料：URBS Curitiba

ブラジル・クリチバ市

特徴
人口185万人, 432km2, 多民族

都市計画概念
公共交通指向型開発（TOD）

• 効率的なバス高速輸送システム
（BRT）

• 土地利用計画との統合
• 歩行者や⾃転車利用者への配慮
• 持続可能な環境への配慮
• 多様な都市政策との連携

沿革
• 1970年代: BRT導入とTODの基盤

構築
• 1980〜90年代: 公共交通沿線の高

密度開発と住民参加型計画
• 2000年代〜現在: 持続可能性やス

マートシティ技術との統合

雑感
• ジェイミ・レルネル市長のリーダー

シップ
• 「おしゃれ、わかりやすい、確か」，

まちの形を変える基盤
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2015 Census + 2011 PT Survey + Road Network (OSM/DRM) + GTFS + Building 
Points + Road traffic census dataまちぐるみシミュレータ
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凡例
一般車両
BRT



共創
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新モビリティ指向型開発
（Mobility-Oriented Development, 
TOD4.0, Beyond TOD）

⾃動運転BRT、ライドシェアサービスなど新モビ
リティサービスや連携・統合された交通サービス
（MaaS）を活用し、20世紀の公共交通指向型開
発（TOD）を発展させる、新モビリティ時代の革
新的な都市開発アプローチ

データ＋コミュニティ＋施設等のインフラシステ
ムの導入、アプリケーション運用のための官民
パートナーシップなど、より住民中心の超システ
ム（System of systems）プラットフォームによ
り、変動する需要に適応した都市マネジメントを
目指す
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実証運行 2021年３⽉〜2022年5⽉
・フェーズ１ キャンパス構内を⾃動⾛行
・フェーズ２ 構内＋公道を⾃動⾛行

運行⽇数202⽇、累計16,175km
無事故、無違反で運行
2,005名が乗車，⾃動運転率88％

自動運転隊列走行BRT

ラストマイル自動運転シャトル
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継続学習
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規範は日常からつくられる Schwarz (1977）

規範活性化モデル

信念

人々は基本的に所定のスキルから学ぶが、 個人の規範は人々
が学習を内面化して更新される

環境教育政策
e.g . エアコンの温度を2 8  ℃に設定しよう

社会規範 シングルループ
学習

外部要因個人の規
範

内面化

内部要因
行動 結果

一流の市民になるために、、、
・知識やスキルを身につけようと心がける
・価値観や気づきについて、他の人と話し合ってみる
・イベントやSNSの場を使って、⾃分の意見を情報発信してみる
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市民、企業、団体、大学、市会議員が一緒に



ご清聴ありがとうございました

afujiw@hiroshima-u.ac.jp
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